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司
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事
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関
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の
連
絡
調
整
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三

大
分
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
改
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三

会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

大
分
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
九
号

大
分
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
節

玉
来
ダ
ム
建
設
事
務
所
（
第
百
八
十
八
条
│
第
百
九
十
条
）
」
を
削
り
、
「
第
五

十
一
節
」
を
「
第
五
十
節
」
に
、
「
第
百
九
十
一
条
│
第
百
九
十
六
条
」
を
「
第
百
八
十
八
条
・
第
百
八
十

九
条
」
に
、
「
第
百
九
十
七
条
」
を
「
第
百
九
十
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
の
企
画
振
興
部
の
項
中
「
、
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
推
進
班
」
を
削
り
、
同
表
の
農
林

水
産
部
の
項
中
「
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
準
備
班
」
を
削
り
、
同
表
の
土
木
建
築
部
の
項
中
「
都
市

計
画
班
」
の
下
に
「
、
盛
土
対
策
班
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
の
表
の
森
林
保
全
課
の
項
中

「

全
国
育
樹
祭
推
進

室

総
務
企
画
班
、
事
業
推
進
班

を
削
り
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

」

る
。第

四
条
第
六
項
の
表
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
推
進
監
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
四
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
四
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
十
八

号
と
し
、
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

第
二
十
二
条
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

大
分
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
大
分
県
条
例
第
四
十

九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

第
二
十
三
条
の
五
第
十
八
号
中
「
適
正
処
理
及
び
減
量
」
を
「
減
量
及
び
適
正
処
理
」
に
、
「
有
効
活

用
」
を
「
有
効
利
用
並
び
に
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
回
収
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
三

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

第
三
十
一
条
の
二
第
十
号
中
「
及
び
農
地
利
用
集
積
」
を
「
、
農
地
利
用
集
積
及
び
地
域
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
計
画
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号
か
ら
第

二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
十
六
条
第
五
号
中
「
、
森
林
整
備
室
及
び
全
国
育
樹
祭
推
進
室
」
を
「
及
び
森
林
整
備
室
」
に
改
め

る
。

令

和

五

年

号

外

四
三

三
月
三
十
一
日

( 金 曜 日 )

目

次

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
明
文
堂
印
刷

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

�
�

�
�

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

一



大
分
県
循
環
器
病
対
策
推
進
協

議
会

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循

環
器
病
に
係
る
対
策
に
関
す
る
基
本
法
第
十
一
条
第
二
項
（
同
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
大
分
県

循
環
器
病
対
策
推
進
計
画
の
策
定
又
は
変
更
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

る
こ
と

大
分
県
障
害
児
通
所
給
付
費
等

不
服
審
査
会

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
の
五
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
障

害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
障
害
児
通
所
給
付

費
等
に
関
す
る
処
分
に
対
す
る
不
服
の
審
査
に
関
す
る
こ
と

○
訓

令

甲

第
三
十
七
条
第
十
三
号
を
削
り
、
同
条
第
十
四
号
中
「
水
産
振
興
課
」
の
下
に
「
及
び
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
推
進
室
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
五
号
を
同
条
第
十
四
号
と
す
る
。

第
四
十
一
条
第
十
一
号
中
「
玉
来
ダ
ム
建
設
事
務
所
及
び
」
を
削
る
。

第
四
十
三
条
第
七
号
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
改
め

る
。第

四
十
四
条
の
二
十
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
室
の
分
掌
事
務
）

第
四
十
四
条
の
二
十
五

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
室
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

一

第
四
十
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
開
催
に
必
要
な
総
合
企
画
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ

と
二

第
四
十
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
大
分
県
実
行
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

第
四
十
六
条
第
八
号
中
「
物
品
納
入
業
者
の
」
を
「
物
品
等
の
調
達
、
売
払
い
及
び
役
務
の
提
供
に
係

る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
第
三
十
二
号
を
削
り
、
第
三
十
三
号
を
第
三
十
二
号
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
表
の
大
分
県
豊
肥
振
興
局
の
項
中
「
、
玉
来
ダ
ム
建
設
事
務
所
」
を
削
る
。

第
六
十
九
条
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
第
二
号
中
「
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
及
び
前
号
に
掲
げ
る
」
を
「
第
六
条
第
二
項

第
二
号
及
び
前
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
五
十
節
を
削
る
。

第
三
章
第
五
十
一
節
中
第
百
九
十
一
条
を
第
百
八
十
八
条
と
し
、
第
百
九
十
二
条
を
第
百
八
十
九
条
と

し
、
第
百
九
十
三
条
か
ら
第
百
九
十
六
条
ま
で
を
削
る
。

第
三
章
第
五
十
一
節
を
第
三
章
第
五
十
節
と
す
る
。

第
四
章
中
第
百
九
十
七
条
を
第
百
九
十
条
と
す
る
。

別
表
中
「
第
百
九
十
七
条
関
係
」
を
「
第
百
九
十
条
関
係
」
に
改
め
る
。

別
表
の
総
務
部
の
部
の
県
政
情
報
課
の
款
の
大
分
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
項
第
一
号
中

「
公
開
決
定
等
」
の
下
に
「
又
は
公
開
請
求
に
係
る
不
作
為
」
を
加
え
、
「
事
項
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

情
報
公
開
の
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
実
施
機
関
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
し
、
及
び

建
議
す
る
こ
と

三

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
大
分
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年

大
分
県
条
例
第
四
十
号
。
以
下
「
県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
開
示
決
定
等
、
訂
正
決
定
等
、
利
用
停
止
決
定
等
又
は
開
示
請
求
、
訂
正
請

求
若
し
く
は
利
用
停
止
請
求
に
係
る
不
作
為
に
係
る
審
査
請
求
並
び
に
大
分
県
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
（
令
和
四
年
大
分
県
条
例
第
三
十
二
号
）
第
八
条
第
三
項
及
び
県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
第
五

十
条
の
規
定
に
よ
り
諮
問
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
こ
と

別
表
の
福
祉
保
健
部
の
部
の
医
療
政
策
課
の
款
の
医
療
審
議
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
の
福
祉
保
健
部
の
部
の
こ
ど
も
未
来
課
の
款
の
お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
県
民
会
議
の
項
第

一
号
中
「
第
七
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
部
の
障
害
福
祉
課
の
款
の
大
分

県
障
害
者
介
護
給
付
等
不
服
審
査
会
の
項
中
「
大
分
県
障
害
者
介
護
給
付
等
不
服
審
査
会
」
を
「
大
分
県
障

害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
」
に
、
「
介
護
給
付
等
に
」
を
「
介
護
給
付
費
等
に
」
に
改
め
、
同
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
三
条
第
七
号
の
改
正
規
定
は
、

同
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
訓
令
甲
第
三
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
地
方
機
関
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
訓
令
甲
）

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

二
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七

妊
娠
中
又
は
出
産
後
一
年
以
内
の
女

性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性

職
員
」
と
い
う
。
）
が
、
母
子
保
健
法

（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

第
十
条
に
規
定
す
る
保
健
指
導
又
は
同

法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康

診
査
を
受
け
る
場
合

妊
娠
満
二
十
三
週
ま
で
四
週
間
に
一
回
、
満
二
十
四

週
か
ら
満
三
十
五
週
ま
で
二
週
間
に
一
回
、
満
三
十

六
週
か
ら
分
べ
ん
ま
で
一
週
間
に
一
回
、
産
後
一
年

ま
で
そ
の
間
に
一
回
（
医
師
等
の
特
別
の
指
示
が
あ

つ
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
期
間
に
つ
い
て
も
そ
の

指
示
さ
れ
た
回
数
）
、
一
回
に
つ
き
一
日
の
勤
務
時

間
の
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
る
時
間

八

妊
娠
中
の
女
性
職
員
が
、
従
事
す
る

業
務
が
母
体
又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に

影
響
が
あ
る
と
し
て
、
休
息
し
、
又
は

補
食
す
る
場
合

そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
時
間

九

妊
娠
中
の
女
性
職
員
が
通
勤
に
利
用

す
る
交
通
機
関
の
混
雑
の
程
度
が
母
体

又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に
影
響
が
あ
る

場
合

正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、

一
日
を
通
じ
て
一
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
各
々

必
要
と
認
め
る
時
間

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

す
る
。令

和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
五
条
第
一
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
中
第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
を
削
り
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
号

と
し
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
中

第
二
十
三
号
及
び
第
二
十
四
号
を
削
り
、
第
二
十
五
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
三
十
七

号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
三
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
中
第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
を
削

り
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条

第
四
項
の
表
の
衛
生
課
の
項
第
二
十
三
号
中
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
昭
和

四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
大
分
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
」
の
下
に
「
（
平
成
十
三
年
大
分
県
条
例
第
三
十
二
号
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
の
表
の
健
康
安
全

・
衛
生
課
の
項
第
四
十
五
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
北
部
保
健
所
豊
後
高
田
保
健
部
に
限
る
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
第
六
項
中
「
及
び
室
」
を
削
り
、
同
項
の
表
中
「
課
又
は
室
名
」
を
「
課
名
」
に
改
め
、
同
条

第
八
項
の
表
の
建
設
・
保
全
課
の
項
第
十
五
号
中
「
稲
葉
ダ
ム
」
の
下
に
「
及
び
玉
来
ダ
ム
」
を
加
え
、
同

条
第
十
項
中
「
各
課
」
の
下
に
「
及
び
室
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
を
削
り
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
訓
令
甲
第
四
号

本

庁

地

方

機

関

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
」
を
「
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
十
の
項
」
を
「
七
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
九
の
項
か
ら
十
一
の
項
」

を
「
十
二
の
項
か
ら
十
四
の
項
」
に
、
「
七
の
項
及
び
十
の
項
」
を
「
四
の
項
及
び
七
の
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
十
二
の
項
を
同
表
の
十
五
の
項
と
し
、
同
表
の
十
一
の
項
中
「
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四

十
一
号
）
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
表
の
十
四
の
項
と
し
、
同
表
の
十
の
項
中
「
八
の
項
」
を
「
五
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の

十
三
の
項
と
し
、
同
表
の
九
の
項
を
同
表
の
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の
八
の
項
を
同
表
の
十
一
の
項
と
し
、

同
表
の
七
の
項
中
「
女
性
の
臨
時
的
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
「
女
性
職
員
」
に

改
め
、
同
項
を
同
表
の
十
の
項
と
し
、
同
表
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
の
表
中
四
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
を
削
り
、
七
の
項
を
四
の
項
と
し
、
八
の
項
を
五
の
項
と

し
、
同
表
の
九
の
項
中
「
十
の
項
」
を
「
七
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
六
の
項
と
し
、
同
表
の
十
の

項
を
同
表
の
七
の
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
訓
令
甲
第
五
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
年
大
分
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

三
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令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
八
条
第
一
項
中
「
各
地
方
機
関
」
を
「
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
地
方
機
関
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
衛
生
管
理
者
、
安
全
衛
生
推
進
者
又
は
衛
生
推
進
者
」
を
「
又
は
衛
生
管
理
者
」

に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
に
掲
げ
る
」
を
「
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
総
括
管
理
者
」
を
「
長
（
総
括
管
理
者
を
置
く
地
方
機
関
に
あ
つ
て
は
、
総
括
管
理

者
）
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
並
び
に
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
」
を
「
及
び
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
地
方
機
関
の
総
括
管
理
者
」
を
「
当
該
地
方
機
関

の
長
（
総
括
管
理
者
を
置
く
地
方
機
関
に
あ
つ
て
は
、
総
括
管
理
者
）
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
別
表
第
三
に
掲
げ
る
地
方
機
関
」
を
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
安
全
管
理

者
を
置
く
地
方
機
関
以
外
の
地
方
機
関
（
組
織
規
則
第
五
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
事
務
所
及
び
組
織
規
則

第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
土
木
事
務
所
に
限
る
。
）
」
に
、
「
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
に
掲
げ
る

地
方
機
関
以
外
の
地
方
機
関
」
を
「
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
衛
生
管
理
者
を
置
く
地
方
機
関
以
外
の

地
方
機
関
で
あ
つ
て
安
全
衛
生
推
進
者
を
置
か
な
い
も
の
」
に
、
「
総
括
管
理
者
」
を
「
長
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
並
び
に
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
」
を
「
及
び
法
第
十
三
条
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
」
に
、
「
法
第
十
三
条
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
本
庁
」
の
下
に
「
の
総

括
管
理
者
」
を
加
え
、
「
総
括
管
理
者
」
を
「
長
（
総
括
管
理
者
を
置
く
地
方
機
関
に
あ
つ
て
は
、
総
括
管

理
者
）
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
に
掲
げ
る
」
を
「
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
」
に
、
「
及
び
法
第
十
八
条
第
一
項
各
号
」
を
「
及
び
第
十
八
条
第
一
項
各
号
」
に
、

「
別
表
第
二
に
掲
げ
る
地
方
機
関
に
法
第
十
八
条
第
一
項
各
号
」
を
「
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
地
方

機
関
に
同
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
、
第
三
項
第
一
号
及
び
第
五
項
中
「
総
括
管
理
者
」
を

「
地
方
機
関
の
長
（
総
括
管
理
者
を
置
く
地
方
機
関
に
あ
つ
て
は
、
総
括
管
理
者
）
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
別
表
第
四
」
を
「
別
表
第
一
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
別
表
第
四
」

を
「
別
表
第
一
」
に
、
「
総
括
管
理
者
」
を
「
長
（
総
括
管
理
者
を
置
く
地
方
機
関
に
あ
つ
て
は
、
総
括
管

理
者
）
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
別
表
第
四
」
を
「
別
表
第
一
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
別
表
第
五
」
を
「
別
表
第
二
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
削
る
。

別
表
第
四
の
竹
田
地
区
安
全
衛
生
協
議
会
の
項
中
「
、
玉
来
ダ
ム
建
設
事
務
所
」
を
削
り
、
同
表
を
別
表

第
一
と
す
る
。

別
表
第
五
を
別
表
第
二
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
訓
令
甲
第
六
号

本

庁

地

方

機

関

会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、

「
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
報
酬
」
の
下
に
「
、
給
料
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
を
「
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

研
究
員
で
あ
っ
て
技
術
支
援
又
は
研
究
開
発
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
従
事
す
る
者

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
九
の
項
及
び
十
の
項
」
を
「
十
二
の
項
及
び
十
三
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
九
の
項
及
び
十
の
項
」
を
「
六
の
項
及
び
七
の
項
」
に
、
「
十
一
の
項
」
を
「
八
の
項
」
に
、
「
十

二
の
項
」
を
「
九
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
九
の
項
及
び
十
の
項
並
び
に
」
を
「
十

二
の
項
及
び
十
三
の
項
並
び
に
」
に
、
「
七
の
項
、
九
の
項
及
び
十
の
項
」
を
「
四
の
項
、
六
の
項
及
び
七

の
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
取
扱
い
）

第
三
十
二
条
の
二

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
知
事
の
事

務
部
局
に
属
す
る
も
の
の
任
用
等
、
休
暇
、
休
業
、
服
務
及
び
福
利
厚
生
等
に
つ
い
て
は
第
二
章
及
び
第

五
章
か
ら
前
章
ま
で
の
規
定
を
準
用
し
、
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て
は
常
勤
職
員
の
例
に
よ
る
。

２

前
項
の
職
員
の
給
料
及
び
手
当
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
報
酬
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
人
事
課

長
が
別
に
定
め
る
。

別
表
第
二
の
十
一
の
項
を
同
表
の
十
四
の
項
と
し
、
同
表
の
十
の
項
中
「
八
の
項
」
を
「
五
の
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
表
の
十
三
の
項
と
し
、
同
表
の
九
の
項
を
同
表
の
十
二
の
項
と
し
、
同
表
の
八
の
項
を
同
表

の
十
一
の
項
と
し
、
同
表
の
七
の
項
中
「
女
性
の
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
女
性
職
員
」
と
い

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

四



七

妊
娠
中
又
は
出
産
後
一
年
以
内
の
女

性
の
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
「
女

性
職
員
」
と
い
う
。
）
が
、
母
子
保
健

法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一

号
）
第
十
条
に
規
定
す
る
保
健
指
導
又

は
同
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

健
康
診
査
を
受
け
る
場
合

妊
娠
満
二
十
三
週
ま
で
四
週
間
に
一
回
、
満
二
十
四

週
か
ら
満
三
十
五
週
ま
で
二
週
間
に
一
回
、
満
三
十

六
週
か
ら
分
べ
ん
ま
で
一
週
間
に
一
回
、
産
後
一
年

ま
で
そ
の
間
に
一
回
（
医
師
等
の
特
別
の
指
示
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
期
間
に
つ
い
て
も
そ
の

指
示
さ
れ
た
回
数
）
、
一
回
に
つ
き
一
日
の
勤
務
時

間
の
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
る
時
間

八

妊
娠
中
の
女
性
職
員
が
、
従
事
す
る

業
務
が
母
体
又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に

影
響
が
あ
る
と
し
て
、
休
息
し
、
又
は

補
食
す
る
場
合

そ
の
都
度
必
要
と
認
め
る
時
間

九

妊
娠
中
の
女
性
職
員
が
通
勤
に
利
用

す
る
交
通
機
関
の
混
雑
の
程
度
が
母
体

又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に
影
響
が
あ
る

場
合

第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た

勤
務
時
間
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
一
日
を

通
じ
て
一
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
各
々
必
要
と

認
め
る
時
間

う
。
）
」
を
「
女
性
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
十
の
項
と
し
、
同
表
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

別
表
第
三
の
表
中
四
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
を
削
り
、
七
の
項
を
四
の
項
と
し
、
八
の
項
を
五
の
項
と

し
、
同
表
の
九
の
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
三
条
の
」
を
「
第
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
六
の
項
と
し
、
同
表
の
十
の
項
を
同
表
の
七
の
項
と
し
、
同

表
の
十
一
の
項
を
同
表
の
八
の
項
と
し
、
同
表
の
十
二
の
項
を
同
表
の
九
の
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

五


